
 
 
単 元 名 県内の特色ある地域の人々の生活 

「河津町の人々の生活」 

本時の目標  資料「河津桜のあゆみ」を基に河津町に河津桜 

がたくさんある理由を話し合う活動を通して、河 

津町の人たちの努力について考える。（思考・判断・表現） 

学 習 過 程（２／５時）           

過程 主な学習活動・内容 
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○単元の学習問題を確認しよう。 

 
 
 
○写真「河津桜」「ソメイヨシノ」を見よう。 
・たくさん咲いてる。8000 本もあるの。 
・河津桜の色は濃い。きれいだな。 
・でも、これだけの違いで人が集まるのかなあ。 
○資料「桜の咲く時期」を見よう。 
・河津桜は、咲く時期が１～２か月早いんだ。 
・なぜ河津町には早く咲く河津桜があるんだろう。 
 
 
・もともとあったと思う。 
・町の人たちが作り出したと思う。 
 
○資料「河津桜のあゆみ」からどんなことが分かるかな。 
・最初は１本の木だったんだ。 
・１本の早く咲く桜を育てて、町の木にしたんだ。 
・町の人たちが１本の桜の木を 25年かけて 8000 本まで 
増やしたんだ。 

○なぜ早く咲く河津桜がたくさんあるのか。調べたことを 
基にまとめてみよう。 

・河津町の人たちが、大事に桜を育てたから。 
・桜祭りを行うために早く咲く桜を育てたから。 
・たくさんのお客さんに来てほしいと思って、 
頑張ったから。 

・他の地域がやってないときに桜祭りを行えば、 
たくさんのお客さんが来てくれるね。 

・河津町の人たちは、河津町が大好きだから、 
たくさんの人が来るにぎやかな町にしたか 
ったんだと思う。 

○学習問題について自分の考えを書こう。 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

「こ れ って 何 のた めの 工 夫だ ろ う」「 調べ た こと が つな がる ね」「つ ま りこ うい
う こ と か な 」 と 、 社 会 的 事 象 の 意 味 や 特 色 を 考 え て い る 子 ど も 。「 こ う い う 人 々
の 努 力 や 工 夫 が あ っ て 今 の 社 会 が あ る ん だ 」「 こ う い う 思 い を 受 け 継 い で い か な
きゃ 」 と自 分 と社 会と の 関わ り を見 つめ 周 りに 伝 えよ うと す る子 ど も。 

この よ うな 子 ども の姿 を 願っ て 、社 会的 な 見方 や 考え 方を 育 てる 授 業を 実践 す
るこ と は 、社 会 科 の究 極 的な ね らい であ る「 公民 的 資 質の 基 礎 」を 養 う こと につ
なが り ます 。 

 

 

問題解決的な学習を構想する 
○学 習 指導 要 領の 目標 や 内容 を 構造 的に 捉 えま し ょう 。 

学 習 指 導要 領 小 学 校 社 会 科に お け る 各 学 年 の内 容 は 、 以 下 の よう に 記 述 形 式
が統 一 され て いる ので 、 構造 的 に捉 えや す くな っ てい ます 。 

 
 
 
 

単元 の ねら い にあ たる「 社 会的 事 象 の意 味 、特色 、相 互の 関 連な ど を考 える  
よう に する 。」 こ と を意 識 した 学 習を 構想 し てい く こと が大 切 です 。 

○問 題 解決 的 な学 習を 仕 掛け ま しょ う。（単 元 構想 、 授 業構 想 ） 
・子 ど もの 「 なぜ ？」 を 引き 出 す資 料を 提 示し て 学習 問題 を 設定 す る。 
・学 習 問題 に 対し て予 想 し、 学 習計 画を 考 える 。 
・予 想 や学 習 計画 に基 づ いて 調 べる 。 
・分 か った こ とや 考え た こと を 基に 、学 習 問題 を 解決 する ま とめ や 、学 習を

発展 さ せる ま とめ を行 う 。 
 
 

言語活動を充実させ、社会的な見方や考え方を養う 
○ 調 べる 活 動 を 行 う 際 に、 学 習 問 題 を 解 決す る た め の 資 料 を用 意 し ま し ょ う。

第 １ 段階 と し て 資 料 か ら分 か る こ と 、 第 ２段 階 と し て そ こ から 考 え ら れ るこ
とに 活 動を 分 けて 行う と 、ど の 子ど もも 取 り組 み やす くな り ます 。  

○第 ２ 段階 と して 考え る 場面 で は 、資料 か ら分 か った こと を 比較（ 比 べ る）・関
連付 け（ つ なげ る）・総 合（ま と める ）しな が ら再 構 成す る学 習 、考 えた こ と
を 自 分の 言 葉 で ま と め 、伝 え 合 う こ と に より お 互 い の 考 え を深 め て い く 学習
等 の 言語 活 動 の 充 実 を 図り 、 社 会 的 な 見 方や 考 え 方 を 養 う こと に つ な げ てい
きま し ょう 。  

 
 

適切な事例の選択ができていますか? 
小 学 校社 会 科 で は 、 事 例を 選 択 し て 学 習 を進 め る こ と が 多 くの 単 元 で 求 め られ

てい ま す 。例 え ば 、３・４年 生 の「 廃棄 物 の処 理 」の 学習 で は、「 ご み 、下水 のい
ず れか を 選 択 」 す る こと に な っ て い ま す。 こ れ は 、 ご み と下 水 に つ い て の 両方の
知 識を 覚 え さ せ る の では な く 、 ご み 又 は下 水 に つ い て の 学習 を 通 し て 社 会 的な見
方や 考 え方 を 養う とい う 考え が 根底 にあ り ます 。「 内容 の取 扱 い」から 留 意事 項 を
確認 し 、適 切 に事 例を 選 択し て 学習 を進 め まし ょ う。 

 

  

資料にある複数の事実をまと

めて表す等、考える活動に工夫

を加えることにより、社会的な

見方や考え方を養うことにつ

ながります。 

■  ポイント １ 

■  ポイント ２ 

 

▲  陥りやすい点 

なぜ河津町には早く咲く河津桜がたくさんあるのだろう 

なぜ河津町には早く咲く桜がたくさんあるのかというと、
1本の早く咲く桜を大事に育てて町の木にして、桜祭りを
目指して 8000 本まで増やしたんだと思います。他の地域
がやっていない時期に桜祭りをすれば、たくさんのお客さ
んが来てくれます。河津町の人たちはたくさんのお客さん
に来てほしいと思って努力を続けたんだと思います。桜祭
りがどんな祭りなのかもっと詳しく調べたいです。 

社会科では子どもの振り返り

の言葉が多岐にわたるため、

授業者が本時の目標に対する

子どもの具体的な姿（言葉）

を最初にイメージしておくこ

とが大切です。 

単元の学習問題を設定するこ

とにより、単元の学習が問題解

決的なものとなり、子どもの主

体的な学びを促します。 

この単元では、自然環境や伝統・

文化等の資源を保護したり活用

したりしている地域を２つ程度

選択し、そこでの人々の生活を具

体的に調べます。この単元の大単

元の目標は県の特色を考えるこ

となので、選択した地域と自分た

ちの市町を比較しながら、県全体

の特色を捉えるようにします。 

■  実践事例（小学校３・４年生） 

なぜこんなにたくさんのお客さんが河津町に来るのだろう

学習問題が生じる資料を提示

して、子どもの疑問を基に、本

時の学習問題を設定します。 

Ａ(社会的事象)について、次のこと(ア、イ、ウ…)を Ｂ(学習の仕方)して
調べ、Ｃ(社会的事象の意味、特色、相互の関連など)を考えるようにする。 

＊ア、イ、ウは（調べる対象） 

子どもが解決の見通しを持て

るように、予想させることが大

切です。 

学習
形態 

 
個 
↓ 

ペア 
↓ 

全体 



 
 
単 元 名 日本の諸地域～九州地方～ 

【環境問題や環境保全を中核とした考察】 

本時の目標  資料から読み取ったことを基に九州地方の環境問題 

      や環境保全の取組に関連する地理的事象を見出すとと 

もに、学習に対する見通しを持つことができる。 

（思考・判断・表現） 

学 習 過 程（１／５時）            

過程 主な学習活動・内容 
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・暑いところ  ・自然が豊かなところ  
・火山活動が活発なところ 
 
○資料から読み取ろう。 
資料①「メガソーラー発電への取組状況」 
・メガソーラーは、西日本に多い。 
・九州の北部と沖縄にメガソーラーがある。 
資料②「地熱発電の導入状況」（電気事業連合会 HP） 
・地熱発電所は、東北地方と九州地方に多い。 
・九州地方は、地熱発電所が多い。 
資料③「選定された環境モデル都市」（内閣府地方創生推進室 HP） 
・環境モデル都市は、中部地方と近畿地方、九州地方に多い。 
◯読み取ったことから九州地方はどんなところと考えられる
かな。 

・発電所が多いところ。 
・再生可能エネルギーによる発電所が多いところ。 
・環境を守る取組が盛んなところ。 
資料④「クリーン九州プロジェクト（表紙）」（九州経済産業局 HP） 
・九州全体で環境を守りながら成長していくことを目指してい

るんだ。 
・なぜ環境を守ることに力を入れているのかな。 
 
 
 
◯予想しよう。 
・豊かな自然を守りたいから。 
・再生可能エネルギーが豊富にあるから。 
・環境モデル都市である水俣市は水俣病のような公害病を２ 
度と起こさないようにしようと考えているから。 
 

◯今日の授業を振り返り、思ったことやこれから調べてみたい
ことを書こう。 

 

「な ぜ だろ う」「 ど うい う こと だ ろう 」と社 会 的事 象 の 意味 や 意義 を 考え よう
とす る 子ど も。「 ど うな っ てい る のだ ろう 」と 事象 の 特 色や 事 象間 の 関連 を考 え
よう と する 子 ども 。「 どう し たら い い のだ ろ う 」と 持 続 可能 な 社会 を 形成 する と
いう 観 点か ら 考え よう と する 子 ども 。 

こ の よ う な 子 ど も の 姿 を 願 っ て 、 社 会 的 な 見 方 や 考 え 方 を 育 て る 授 業 を 実 践
す る こ と は 、 社 会 科 の 究 極 的 な ね ら い で あ る 「 公 民 的 資 質 の 基 礎 」 を 養 う こ と
につ な がり ま す。 
 

 

問題解決的な学習を構想する 
○学 習 指導 要 領の 目標 や 内容 を 明確 に捉 え まし ょ う。 

特 に 歴 史的 分 野 の 内 容 は 以下 の よ う に 記 述 形式 が 統 一 さ れ て いる の で 、 構 造
的に 捉 えや す くな って い ます 。 

 ○○、○○などを通して、Ａのことを理解させる。  
単 元 の ねら い に あ た る 「 Ａの こ と を 理 解 さ せる 」 の 部 分 を 意 識し て 学 習 を 構
想し ま しょ う 。  

○問 題 解決 的 な学 習を 仕 掛け ま しょ う。（単 元 構想 、 授 業構 想 ） 
・子 ど もの 「 なぜ ？」 を 引き 出 す資 料を 提 示し て 学習 問題 を 設定 す る。 
・学 習 問題 に 対し て予 想 し、 学 習計 画を 考 える 。 
・予 想 や学 習 計画 に基 づ いて 調 べる 。 
・ 分 か った こ と や 考 え た こと を 基 に 、 学 習 問題 を 解 決 す る ま とめ や 、 学 習 を

発展 さ せる ま とめ を行 う 。 
 
 

言語活動を充実させ、社会的な見方や考え方を養う 
○ 調 べる 活 動 を 行 う 際 に、 学 習 問 題 を 解 決す る た め の 資 料 を用 意 し ま し ょ う。

第 １ 段階 と し て 資 料 か ら分 か る こ と 、 第 ２段 階 と し て そ こ から 考 え ら れ るこ
とに 活 動を 分 けて 行う と 、ど の 子ど もも 取 り組 み やす くな り ます 。  

○第 2 段階 と して 資料 か ら分 か った こと を 基に 考 える 場面 で は、比較（比 べる ）、
関 連 付け （ つ な げ る）、 総 合 （ まと め る）、 多 面 的 ・多 角 的 な 考察 と い っ た 方
法を 用 いる と 、社 会的 な 見方 や 考え 方を 養 うこ と につ なが り ます 。 

○ 作 業的 、 体 験 的 な 学 習（ 白 地 図 作 業 、 模擬 選 挙 等 ） で 終 わる の で は な く 、そ
こ か ら分 か っ た こ と を 基に 社 会 的 事 象 の 意味 、 意 義 を 解 釈 する 学 習 や 、 事象
の特 色 や事 象 間の 関連 を 説明 す る学 習な ど を充 実 させ まし ょ う。 

 
 

知識に偏りすぎた指導になっていませんか? 
社 会 的な 見 方 や 考 え 方 を養 う こ と を 重 視 する 観 点 か ら 、 細 かな 事 象 を 網 羅 的に

羅 列す る 学 習 に な ら ない よ う に す る こ とが 大 事 で す 。 特 に以 下 の 学 習 に お いて、
子 ども が 主 体 的 に 思 考・ 判 断 ・ 表 現 な どの 学 習 活 動 に 取 り組 む こ と を 目 指 しまし
ょう 。 

地理 的 分野 … 世界 の諸 地 域： 主 題を 設け て 地域 的 特色 を理 解 する 学 習 
日本 の 諸地 域 ：地 域の 特 色あ る 事象 を中 核 とし た 考察 

歴史 的 分野 … 時代 を大 観 し表 現 する 活動 
公民 的 分野 … 対立 と合 意 、効 率 や公 正と い った 見 方や 考え 方 を用 い た学 習  

 

 

■  ポイント １ 

■  ポイント ２ 

 

▲  陥りやすい点 

九州地方は、どのようなところだろう 

九州地方に、再生可能エネルギーによる発電所や環境モ

デル都市が多いことに驚いた。九州の自然や産業の歴史と

関係していると思う。環境モデル都市で行われている取組

について詳しく知りたい。 

社会科では子どもの振り返り

の言葉が多岐にわたるため、

授業者が本時の目標に対する

子どもの具体的な姿（言葉）

を最初にイメージしておくこ

とが大切です。 

第１段階としてそれぞれの資

料から分かることを確認し、第

２段階としてそれらをまとめ

て考えられることを確認する

場を設けています。２つの段階

を設けることによって、社会的

な見方や考え方を養うことに

つながります。 

「九州地方はどのようなとこ

ろか」を解決するとともに、単

元の学習問題を設定するため

に、４つの資料を提示していま

す。 

学習指導要領解説には、本単元

の学習の展開例として、〈地域の

特色を示す地理的事象を見出す

段階〉〈中核とした事柄を他の事

象と関連付けて追究する段階〉

〈追究の過程や結果を表現する

段階〉が示されています。本実

践は〈地域の特色を示す地理的

事象を見出す段階〉です。 

子どもが問題解決の見通しを

持てるように、予想させること

が大切です。 

なぜ九州地方は環境を守る取組が盛んなのだろうか 

■  実践事例（中学校地理的分野） 

単元の学習問題を設定するこ

とにより、単元の学習が問題解

決的なものとなり、子どもの主

体的な学びを促します。 


